
 

（第 2 号通信） 

 

大会統一テーマ「新時代を展望するビジネス実務」 

 
 
拝啓 年度末を迎え、会員の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。 

さて、第 1号通信でご案内のとおり、来る 6 月 13 日（土）・14 日（日）に北海商科大学

（札幌市）を会場に、第 39 回全国大会を開催いたします。 

 

研究発表 15 件、ポスター発表 6件のお申し込みがあり、プログラムが確定しましたので

改めてご案内申し上げます。いずれも本大会統一テーマに適う興味深い内容であり、充実

した大会になることを確信いたしております。 

大会１日目の基調講演には、オリンピック・イヤーにちなみ、北海道をホームタウンと

するプロサッカークラブ、株式会社コンサドーレ札幌 経営管理部 特命担当グループリー

ダーの斗澤元希氏をお招きし、「地域に根ざしたスポーツビジネス」と題して、スポーツ

ビジネスが地域の経済や文化に及ぼす影響についてご講演頂く予定です。２日目の「教育

技法ワークショップ」では、今後のビジネス実務を展望する上で不可欠な視点であるＳＤ

Ｇｓ（持続可能な開発目標）について、「ＳＤＧｓ地方創成ゲーム」の体験を通して理解を

深めたいと思います。講師にはＳＤＧｓ公認ファシリテーターの丸山昌宏氏にお願いして

います。 

 

「是非多くの皆様にご参加いただきたい!!」との思いから、北海道ブロックでは鋭意準

備を進めているところではありますが、「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の終息時

期が見通せないことから、研究推進委員会および理事会とも連携し、オンライン通信によ

る開催も含め慎重に協議中ですが、現在のところ最終判断に至っておりません。   

つきましては 4 月 27 日(月)の理事会で最終判断をすることになっておりますので、「3

号通信」発信まで今しばらくお待ちください。2 号通信では大会プログラムのみ掲載させ

ていただきます。 

敬 具 

 

2020 年 3 月 19 日 

 

日本ビジネス実務学会第 39 回全国大会 

大会実行委員会委員一同 

  

日本ビジネス実務学会第 39 回全国大会のご案内 



日本ビジネス実務学会 第 39 回全国大会プログラム 

【第1日】6月13日（土） 

時間 プログラム 会場 

12：00〜12：30 受付 2号館5階 

12：30～12：45 開会宣言・大会実行委員長挨拶・日程説明等 〃 

12：45～13：15 日本ビジネス実務学会 総会 〃 

13：20～14：10 基調講演「北海道コンサドーレ札幌の地域に根ざしたスポーツビジネス」  

講師：斗澤元希氏 ㈱コンサドーレ経営管理部 特命担当グループリーダー 

            札幌国際大学スポーツ人間学部 教授 

〃 

研究発表（主タイトルのみ記載） ※は共同研究者 

 A会場：4階2401 B会場：4階2402 C会場：4階2403 D会場4階2404 

14:25～15：05 ビジネス社会から見

た、キャリア教育に

関する研究 
千葉里美 ※① 

（札幌国際大学） 

学術と職業のチューニ

ングプロセスにおける

日本的特徴 
江藤智佐子 

(久留米大学) 

短期大学におけるキ

ャリア科目の実践と

評価 
 

後藤和也 
(山形県立米沢女子短期

大学) 

女性管理職の一皮

むけた経験 
 

徳永彩子 ※② 

(熊本学園大学) 

15：10～15：40 医療の場における高

度人材活躍事例と実

務日本語教育 
吉崎奈々  

(上海財経大学) 

本学会の研究発表と

論文のタイトルの英訳

を考える 
堀口誠信 

(徳島文理大学短期大学部) 

大学1年生のキャリ

ア意識とインターン

シップの関連性につ

いて 
岩井貴美 

(近畿大学) 

ビジネス実務をふま

えた簿記会計教育の

特性の一考察 
加納輝尚 ※③ 

(昭和女子大学) 

15：40～15：55 休憩～15分間～ 休憩室3階2305 

15：55～16：25 韓国の大学における

e-Learningシステム

の導入現状と課題に

関する研究 
金世煥 

(医療創生大学) 

キャリア・マーケティン

グの視点 

 

 
篠崎雅春 

(東京未来大学) 

短大生のキャリア成

熟に関する縦断的研

究 
 

 

北村雅昭 

(大手前短期大学) 

秘書関連資格・検定

資格取得がもたらす

効果 
 

苅野正美 ※④ 

(プール学院短期大学) 

16：30～17：00 地域の業界・企業理

解を促す「いしかわ

業界マップ」作成事

例 
奥村実樹 

(金沢星稜大学) 

 

 

わが国におけるイン

ターンシップの位置

付けの変容とこれか

ら 
牛山佳菜代 

(目白大学) 

課題解決型授業の

成果とその要因 
 

見舘好隆 

(北九州市立大学) 

17：10～17：30 ポスター発表 3階 

3階2301 3階2302 3階2303 

中小企業と連携した会計・財

務教育におけるPBLのあり方 
関憲治 ※⑤ 

(昭和女子大学) 

秘書技能検定と秘書士等の

社会人に対する認知度比較 
兒島尚子 ※⑦ 

(大阪樟蔭女子大学) 

地域貢献活動を通して業務

遂行力を培う実践報告 
菅瀬君子 

(愛知学泉短期大学) 

体育会系クラブ活動が大学

生のジェネリック・スキルに与

える影響に関する考察 
横山克人※⑥ 

(札幌国際大学) 

「地域と連携した授業・活動」

をテーマとする学生セッション

事例研究 
手嶋慎介 ※⑧ 

(愛知東邦大学) 

学生エンゲージメントとラーニ

ングアウトカムに関する一考

察 
 

上岡史郎 

(目白大学短期大学部) 

18：30～21：30 懇親会 Hokkaido Buffet Dining KAI「開」南3西5 ノルベサ1F  

地下鉄東豊線（豊水すすきの駅下車、徒歩5分）  
※共同研究者 ①和田早代（札幌国際大学短期大学部）、 ②所吉彦（尚絅大学）、③掛谷純子(京都女子大学)、西尾久美子(京都女子大学)、 

山田隆(昭和女子大学)、関憲治(昭和女子大学)、④樋口勝一（甲子園大学）、兒島尚子(大阪樟蔭女子大学)、福井就(大手前学園)、仁平征次

(仁平ビジネス実務研究所)、⑤牛嶋和夫(札幌国際大学)、⑥原一将（札幌国際大学）、関憲治(昭和女子大学)、⑦樋口勝一(甲子園大学)、  

苅野正美(プール学院短期大学)、福井就(大手前学園)、仁平征次(仁平ビジネス実務研究所)、⑧西川三恵子（九州共立大学）、堂野崎融（九

州共立大学）、貝掛祥広（九州共立大学）、吉村美路（愛知東邦大学）、河合厚志（愛知東邦大学） 



 

【第２日】6 月 14 日（日） 

時間 プログラム 会場 

9：00～9：30 受付 2号館5階 

9：30～11：45 ワークショップ「ＳＤＧs教育技法を学ぶ－ゲーム体験を通して」  

講師：丸山宏昌氏 ＳＤＧs公認ファシリテーター 

                札幌大谷大学社会学部 講師 

〃 

11：45～11：55 学会奨励賞発表・表彰式 〃 

12：00 閉会の辞 〃 

 

 

 

 


